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平成２２年度「第４次国有林野事業流域管理推進アクションプログラム」の取組状況
【岡山森林管理署：吉井川（105）、旭川（106）、高梁川下流（107）】

第４次ＡＰにおける
重 点 事 項 平成２２年度に岡山森林管理署が実施した具体的な取組の概要等

岡山森林管理署の取組

①計画的な木材供給 ◎新生産システム等地域への安
の推進 定的な原木供給

・岡山県地域材安定供給会議と ・岡山新生産システムモデル協
連携した原木市場への安定供 議会に参画し、原木を供給
給 ・岡山県北の原木市場へ19,483

㎥を供給

・システム販売による製材工場 ・製材工場等に対し間伐材をシ
等への原木供給 ステム販売で5,450㎥ 供給 （原木市場）

○林地残材・未利用材等の木質
バイオマス資源としての利活
用の推進

・林地残材等の効率的な収集・ ・森林組合等と林地残材等の効
搬出・加工について関係者と 率的な収集・搬出について情
の情報交換 報交換を実施

・国有林内の林地残材等の計画 ・林地残材（端尺材、枝条等）
的な処分とその効率的な収集 の効率的な収集等を工夫する
・搬出方法の検討 とともに製材工場に販売 （山土場の端尺等）

②森林施業の効率化 ◎民国連携による森林共同施業
・共通化等の取組 団地の設定等

・新見市内に森林共同施業団地 ・新見市神郷高瀬地域に森林共
の設定、計画的な事業の実施 同施業団地を設定、運営会議

を開催し事業の連絡調整を実
施

（森林共同施業団地：白線内）
・新たな団地の可能性の調査 ・関係団体等と情報交換を実施
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③林業技術の開発・ ○技術開発の推進と間伐事業等
普及・啓発、林業 の計画的な発注及び林業事業
事業体の育成 体の育成

・安定的な事業発注 ・約2,007haの素材生産・森林
整備事業を発注、2,15kmの作
業道作設、約11,900㎥の立木
販売を実施 （高性能林業機械による造材作業）

・緑の雇用担い手育成の研修フ ・新見市内の国有林12haを提供
ィールドの提供

・労働基準監督署と連携した安 ・労働基準監督署と林業労働安
全パトロール等の実施 全対策連絡協議会を開催

美作市内の国有林で合同パト
ロールを実施 （林業労働安全対策連絡協議会）

④安全・安心への取 ○民有林・国有林の連携による
組 治山事業の推進

・治山事業連絡調整会議、砂防 ・治山事業連絡調整会議、砂防
治山連絡調整会議への参加 治山連絡調整会議に参加し、

技術交流、実施箇所の調整を
実施

（谷止工）
・水源の里緊急整備事業におけ ・鏡野町内の国有林で谷止工・

る谷止工、本数調整伐の施工 本数調整伐を実施、ボランテ
及び地域住民等の参画による ィアにより歩道整備を実施
安全・安心の確保

・中学生の職場体験学習 ・鏡野町内の国有林で中学生を
（治山施設の見学等） 対象に治山施設の見学等を実

施 （歩道整備）
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⑤生物多様性保全に ○自然環境情報の収集と国有林
配慮した取組の推 の現地調査の実施
進

・緑の回廊連絡調整会議等にお ・緑の回廊連絡調整会議等に参
ける情報収集 加し関係者と情報交換を実施

・三室国有林ブナ林の現地調査 ・ブナ林の現況把握と地元団体
等の実施 の協力によるブナの植栽 （ブナの植栽）

・環境省・林野庁の連絡会議へ ・連絡会議へ参画し、大山隠岐
の参画 国立公園の情報交換を実施

・カシノナガキクイムシの被害 ・国有林におけるカシノナガキ
把握と効果的な駆除 クイムシの被害把握と効果的

な駆除を実施 （カシノナガキクイムシの駆除）

⑥上下流の連携強化 ◎県民・企業等の参加による林
のための下流住民 業体験活動等への企画、支援
等に対する情報提
供、林業体験活動 ・「森林を考える岡山県民のつ ・約5,000人が集まり、地域の
等 どい」への積極的な支援 森林・林業に関する気運も高

まっている

・小中学生を対象とした森林教 ・津山市内の国有林で中学生を （森林を考える岡山県民のつどい）

室・職場体験学習を実施 対象に職場体験学習を実施

・企業による「どんぐりの森づ ・企業が岡山市内の国有林でコ
くり」への支援 ナラの植樹を実施

・「法人の森」設定企業への活 ・企業の森林体験行事に対し指
動支援 導者の紹介等を実施

（どんぐりの森づくり）

※取組事項の◎印は最重点取組事項。森林技術センターの取組事項は除く。


